
指標の目標年度　令和５年度

評価期間　令和３年度～令和５年度

参考値

令和２年度実績

1-1 所蔵資料点数 482,244点 490,000点
利用者の要望や地域の実情に留意しつつ計画的に
多様な所蔵資料の整備を図り、図書館サービスの充
実を目指す。

指標の
説明

1-２ 個人貸出冊点数 1,236,562点 1,450,000点
利用者の多様な要求に応えるよう努め、貸出の増を
図り、図書館サービスの充実を目指す。

指標の
説明

1-３ 視聴覚資料貸出点数 52,113点 85,000点
視聴覚資料は１点当たりの購入が高額となるため、
資料の厳選に努めながら計画的に整備し、貸出の増
を図り、図書館サービスの充実を目指す。

指標の
説明

1-４
市民一人当たりの貸出点
（冊）数

5.1点 6.0点

中央図書館と４図書室の連携を図るとともに、自動車
図書館を活用し、市民一人当たりの貸出点数の増を
図り、市内全域における図書館サービスの充実を目
指す。

指標の
説明

参考値
令和２年度実績

２-1 新規登録者数 5,190人 6,500人
転入者や図書館未利用者等に対するピーアールに
努め、登録者数の増を図ることで、市民の図書館利
用の促進を目指す。

指標の
説明

２-２ 図書館利用ｶｰﾄﾞ利用者数 25,964人 33,500人
利用しやすい図書館運営に努め、より多くの市民に
図書館資料の提供を図ることで、市民の図書館利用
の促進を目指す。

指標の
説明

２-３ 来館者数 393,375人 580,000人
利用しやすい図書館運営に努め、来館者数の増を図
ることで、市民の図書館利用の促進を目指す。

指標の
説明

２-４ 年間開館日数 266日 293日
利用しやすい図書館運営に努め、年間の開館日数を
増やすことで、市民の図書館利用の促進を目指す。

指標の
説明

２-５ 年間開館時間 2,423時間 2,760時間
利用しやすい図書館運営に努め、年間の開館日数を
増やすことで、市民の図書館利用促進と利便性の向
上を目指す。

指標の
説明

２-６ 返却窓口への返却冊数 116,371冊 130,000冊
ブックポストなどを設置し返却ポイントを増やすことで
利用者の利便性の向上に努め、市民の図書館利用
の促進を目指す。

指標の
説明

新たに図書館利用カードを作成した人数

１年間に図書館利用ｶｰﾄﾞを利用して資料を借りた人数(一人の人が複数回利用した場合は一人と計算。団体貸出除
く）

中央図書館に来館した延人数

中央図書館の年間開館日数

中央図書館の年間開館時間

４図書室､並木・広岡・大穂・豊里、島名交流センター及び市役所のブックポストに返却されて回収した図書資料の冊
数

中央図書館（自動車図書館含む。）及びオンラインで結ばれている谷田部・筑波・小野川・茎崎の４交流センター図書
室（以下、「４図書室」という。）で所蔵する資料(視聴覚資料・雑誌を含む。）の点数

中央図書館(自動車図書館含む。）及び４図書室での個人への貸出冊点数（団体貸出を除く。）

CD・DVD・VHSビデオ等の視聴覚資料の貸出件数

市民一人当たりに対する中央図書館（自動車図書館含む。）及び４図書室で貸出した資料の点数。（視聴覚資料の貸
出、団体貸出及び相互貸借借受貸出等利用者に貸出した全ての点数を9/1現在の常住人口で除して算出する。）

２　市全体へのサービスに関する指標　（10項目）

つくば市立図書館運営上の指標と数値目標

１　市民サービスに必要な資料を確保し、提供することに関する指標　（４項目）

№ 目　標　指　標 目標値 目標値の設定理由

№ 目　標　指　標 目標値 目標値の設定理由



参考値

令和２年度実績
№ 目　標　指　標 目標値 目標値の設定理由

２-７ 予約件数 131,036件 150,000件

図書館窓口のほか図書館ホームページからのイン
ターネット予約の充実を図るとともに、４図書室等を活
用した迅速な予約本の貸出サービスに努め、市民の
図書館利用の促進を目指す。

指標の
説明

２-８
図書館ホームページへの
アクセス件数

371,691件 390,000件
図書館ホームページの内容充実と分かりやすい情報
発信に努め、市民の理解と関心を高めることで、市民
の図書館利用の促進を目指す。

指標の
説明

２-９
図書館情報紙の発行回
数

7回 8回
図書館情報紙「ヨモッカ」「こどもヨモッカ」など、市民
に親しまれる情報紙を定期的に発行し、市民の理解
と関心を高めることで、市民の利用の促進を目指す。

指標の
説明

２-10
ボランティア等によるおは
なし会等開催回数

23回 100回
定期的におはなし会等を開催することで、本に関する
関心を高め、読書推進を目指す。

指標の
説明

参考値

令和２年度実績

３-1 大活字本の所蔵冊数 2,735冊 3,000冊
大活字本の計画的な蔵書管理に努め，高齢の方、障
害を持った方の図書館サービスの充実を目指す。

指標の
説明

３-２ 大活字本の貸出冊数 1,960冊 2,300冊
資料の充実とともに、大活字本コーナーの分かりや
すい表示やピーアールに努め、高齢の方や障害を
持った方への図書館サービスの充実を目指す。

指標の
説明

３-３ 外国語資料の所蔵点数 11,046冊 12,000冊
外国語資料の蔵書数を増やし､多言語サービスの向
上を図り、図書館サービスの充実を目指す。

指標の
説明

３-４ 外国語資料の貸出冊数 10,672冊 12,000冊
外国語資料コーナーの配架や外国語による掲示等
の充実に努め、外国語資料の貸出増を図り、図書
サービスの充実を目指す。

指標の
説明

３-５ 点字資料の所蔵点数 237点 250点
点訳資料の作成及び収集に努め､所蔵点数増を図
り、障害を持った方への図書館サービスの充実を目
指す。

指標の
説明

参考値

令和２年度実績

４-1 自動車図書館利用人数 12,712人 14,000人
自動車図書館のステーションの見直しや蔵書の充実
を図り、適切な周期の運行に努め、図書館サービス
の充実を目指す。

大活字本の所蔵冊数

大活字本の貸出冊数

英語､中国語､韓国語をはじめ､中央図書館で所蔵する児童書及び一般書の外国語資料数

外国語資料の年間貸出冊数(児童書と一般書の合計）

中央図書館のボランティアが作成した点字資料と購入した点字資料の所蔵点数

４　地域支援サービスに関する指標　（３項目）

№ 目　標　指　標 目標値 目標値の設定理由

№ 目　標　指　標 目標値 目標値の設定理由

中央図書館、４図書室、自動車図書館及びホームページからの予約受付件数

図書館ホームページへのアクセス件数

市民向けの図書館情報紙の発行回数

図書館ボランティア・図書館職員が実施したおはなし会・ブックトーク・パネルシアター等の開催回数

３　高齢者、障害を持った方及び外国の方へのサービスに関する指標　（５項目）



参考値

令和２年度実績
№ 目　標　指　標 目標値 目標値の設定理由

指標の
説明

４-２ 自動車図書館貸出冊数 44,415冊 55,000冊

自動車図書館資料の充実に努め、利用者のニーズ
に応じた本を積載して各ステーションを巡回すること
で、貸出冊数の増を図り、図書館サービスの充実を
目指す。

指標の
説明

４-３ 相互貸借貸出冊数 575冊 1,500冊
利用者が求める資料で中央図書館が所蔵していない
資料について､他の図書館と連携して利用者に提供
することで、図書館サービスの充実を目指す。

指標の
説明

参考値

令和２年度実績

５-1 レファレンス受付件数 1,389件 1,800件

レファレンス能力の向上とレファレンスサービスの
ピーアールに努め､利用者の情報や知識の獲得､調
査研究や調べ学習を支援し、図書館サービスの充実
を目指す。

指標の
説明

５-２ ボランティア登録者数 150人 160人

より多くの方にボランティア活動に参加していただけ
るよう､多様なボランティア活動の機会や場所を提供
する。また、ボランティアの協力を得ることで図書館
サービスの充実を目指す。

指標の
説明

５-３ ボランティア活動者数 1,006人 2,200人

多様なボランティア活動の機会や場所を提供すること
で、市民のボランティア活動を支援するとともに、ボラ
ンティアの協力を得ることで図書館サービスの充実を
目指す。

指標の
説明

参考値

令和２年度実績

６-1 団体貸出利用回数 103回 200回
団体貸出についてのピーアールに努め、学校や公共
機関等の団体貸出利用団体の増を図り、学校等にお
ける読書活動の推進を目指す。

指標の
説明

６-２ 団体貸出図書冊数 6,912冊 15,000冊
団体貸出についてのピーアールに努め、学校や公共
機関等への団体貸出しの利用増を図り、学校等にお
ける読書活動の推進を目指す。

指標の
説明

６-３
社会科見学等の図書館
見学受入回数

0回 10回
読書活動の普及をを図るため､受入体制の充実に努
め、読書活動の推進を目指す。

指標の
説明

６-４ 職場体験学習受入人数 0人 40人
読書活動の普及を図るため、図書館の受入体制の
充実に努め、読書活動の推進を目指す。

指標の
説明

６-５
ジュニア図書館員受入人
数

0人 75人
読書活動の普及を図るため、図書館の受入体制の
充実に努め、読書活動の向上を目指す。

団体貸出を利用した団体の延利用回数

保育所・幼稚園・小学校・児童クラブ・福祉施設等の団体に対しての図書貸出冊数（１回につき､１団体300冊まで3か
月間貸出可）

保育所・幼稚園・小学校・義務教育学校・特別支援学校等による図書館見学の受入回数

８年生(中学２年生）を対象とした職場体験の場として､中央図書館で図書館業務の体験学習を受け入れた生徒の人
数

中央図書館カウンター､電話､メール等でのレファレンス受付件数

中央図書館の各ボランティアに登録した人数(一人で複数のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに登録している場合は一人で算出）

中央図書館の各ボランティア活動に参加した年間延人数

６　学校図書館等支援に関する指標　（６項目）

№ 目　標　指　標 目標値 目標値の設定理由

中央図書館が所蔵していない資料で､利用者の希望を受けて他市等の図書館から借受けをして貸出しを行った資料
冊数

５　課題解決支援、ボランティアとの連携、利用者の情報活用能力に関する指標　（３項目）

№ 目　標　指　標 目標値 目標値の設定理由

自動車図書館(２台）での年間貸出冊数

自動車図書館(２台）の年間貸出人数



参考値

令和２年度実績
№ 目　標　指　標 目標値 目標値の設定理由

指標の
説明

６-６
学校図書館司書教諭補
助員等の研修参加人数

0人 170人
学校図書館との連携を強化し、司書教諭や司書教諭
補助員の研修等を支援することで、読書活動の推進
を目指す。

指標の
説明

参考値

令和２年度実績

７-1
利用満足度調査の満足
度

85% 80％以上
図書館利用者の満足度を把握し､利用者の声をサー
ビスに反映させることで図書館運営の向上を目指
す。

指標の
説明

年度末に、中央図書館内で利用者に対して図書館サービスについて満足しているかどうかの調査を実施する。

４年生から６年生を対象にした図書館の業務体験事業に参加した児童数

学校図書館司書教諭補助員及び司書教諭等を対象に実施される研修の延参加人数

７　市民満足度に関する指標　（１項目）

№ 目　標　指　標 目標値 目標値の設定理由


